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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ミトコンドリアATP合成酵素のサブユニットをコードします。ミトコンドリアATP合成酵素は、酸化的リン酸化反応中に内膜を横切る電気化学的プロトン勾配を利用してATP合成を触媒します。ATP合成酵素は、可溶性触媒コアであるF1と、プロトンチャネルを構成する膜貫通成分であるFoという、2つの連結した多サブユニット複合体で構成されています。ミトコンドリアATP合成酵素の触媒部分は、5つの異なるサブユニット（α、β、γ、δ、ε）で構成され、αサブユニット3個、βサブユニット3個、および他の3つのサブユニットを代表する1個という化学量論で組み立てられています。プロトンチャネルは3つの主要なサブユニット（a、b、c）で構成されています。この遺伝子は、触媒コアのαサブユニットをコードします。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。この機能の擬似遺伝子:ミトコンドリア膜ATP合成酵素 (F(1)F(0) ATP合成酵素または複合体V) は、呼吸鎖の電子伝達複合体によって生成される膜を横切るプロトン勾配の存在下で、ADPからATPを生成します。 F型ATPaseは、膜外触媒コアを含むF(1)と膜プロトンチャネルを含むF(0)の2つの構造ドメインで構成され、中心茎と周辺茎で互いに結合しています。 触媒反応中、F(1)の触媒ドメインでのATP合成は、中心茎サブユニットの回転機構を介してプロトンの移動と連動しています。 サブユニットαとβは、F(1)の触媒コアを形成します。 中心茎が周囲のα(3)β(3)サブユニットに対して回転することで、βサブユニット上の3つの独立した触媒部位でATPの加水分解が起こります。サブユニットαは、触媒活性の高い親和性ATP結合部位を持たない。,PTM:N末端はブロックされている。,類似性:ATPaseα/β鎖ファミリーに属する。,細胞内局在:膜タンパク質。,サブユニット:F型ATPaseは、触媒コアであるCF(1)と膜プロトンチャネルであるCF(0)の2つの構成要素から構成される。CF(1)は、α(3)、β(3)、γ(1)、δ(1)、ε(1)の5つのサブユニットから構成される。CF(0)は、α、B、Cの3つの主要サブユニットから構成される。ATPAF2と相互作用する。,組織特異性:胎児の肺、心臓、肝臓、腸、腎臓。胎児の脳、網膜、脊髄では高レベルで発現する。,
	研究分野
	酸化的リン酸化、アルツハイマー病、パーキンソン病、ハンチントン病、
	画像データ
	

	ATP5A1抗体を用いた293細胞およびRAW264.7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ATP5A1 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：500に希釈したATP5Aポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	1：500に希釈したATP5Aポリクローナル抗体を用いたRAW264.7細胞のウェスタンブロット解析

